
 

 

 

 

 

①クラスの目標決め 

  「Jam board」を活用して、クラスの目標を決めました。一人一人の意見を集約するときに、ボ
ード上に付箋で書き込ませ、似た意見は近くに集めることでキーワードをまとめることができました。 
 黒板上でも意見を出し合うことはできますが、タブレットを使うことで手元で見やすいのと出され
た意見を付箋として操作しやすいのが利点かと思いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 

②道徳の授業 

 道徳の授業でも「Jam board」を活用しました。内容項目【感動、畏敬の念】の学習で３つの詩
を聞いて、その中から好きな詩を１つ選んで理由も発表するという展開では、詩をあらかじめ背景
として貼っていくことで、子供たちが上から好きな詩に付箋を貼れるようにしました。手を挙げて発
表する子以外の考えもリアルタイムで共有できるところがよかったと思います。３年生でも手書き
で書き込むことができました。 
自分が美しいと感じる自然の景色を考える活動もしました。その際には、付箋に文章を書いて表

すか、想像通りの画像があればそれを貼って共有し合いました。どれにしようか迷い時間のかかる
子はいますが、画像検索をして、選んだ画像をネット上から挿入することはできるようになりました。 
活動中、「InterCLASS Cloud」がうまく機能しないことがありました。児童のタブレットが２台、

突如ログアウトすることもあったので、やってみて出てくる不具合がまだまだあるようです。 
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③「漢字の名人」と「計算の名人」 

  明治図書のテストを採用したときに配布される、「四次元ポケット ROM」という CDに収録され
ている「漢字の名人」と「計算の名人」をクラスで行いました。ローマ字をまだ学習していないので、
タイピングが可能になるまでは ICT タイムで取り入れたいと思っています。使い方がシンプルなの
で、１時間の授業の中で他の活動もしながら、子供たちは２つとも使い方を確かめられました。 
  プリントを解かせるよりも楽しそうに取り組んでいました。漢字の方は少し正解の判定が厳しい
ので、タブレット用のペンがあると更に効果的かと思いました。計算の方は、まだ全ての単元が取
り組めるわけではなく、今後リリースされる単元もあるようなので、今年度学習した単元を復習す
る目的で活用できそうです。 


